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施設児童の掻取蛋白の栄養価
とくにその蛋白価について
小石秀夫 ・吉)11-弥 ・大堀美代子・朝山花子・ 井上五郎
ON THE "PROTEIN SCORE" OF THE DIET OF CHILDREN 
IN UNDERNUTRITION 
By HIDEO KOISHI， KAZUYA YOSHIKA W・A，MIYOKO OHORI， 
HANAKO ASAYAMA AND GORO INOUE 
別K報告したように叫，施設児童の体位は低栄養レベル，すなわち摂取食餌の量的不足によってか
なり劣位にあるととを知った。しかし食餌の体位への影響はかならずしも量的な面のみでなく，その
質的な面においても重要な意味をもっている訳であり，別報ではζの点についての考察を略した。そ
乙で本報告では施設児童の摂取食餌の質的な面，乙とに査白の質の問題について検討を加える乙とと
する。そしてとの蛋自の質的な問題の検討の誌準として，われわれは 1955年 FAO委員会で決定し
た proteinscore (蛋白価)の考え方ωを採用するとととした。 proteinscoreとは摂取蛋白総量
から各必須アミノ酸Eを計算し，相互ノfランスの面からみて最も不足する必須アミノ酸についてその
飲乏程度を決定して，その食蛋自の栄養価が完全蛋自の何パーセン トiζ相当するかという数値で示し
たものである。乙の方法は理論的になお不充分であり，将来さらに補正されねばならない点もあろう
が，現段階においては千差万別の食餌蛋自の質の良否を計算によって定めるζ とが出来ると同時lζ，
乙うした日常食の改善の具体的な問題点を明かにする乙との出来る唯一の有用なものであろう∞。わ
れわれはζの考え方を用いて施設児童の日常食の蛋白摂取の質的な商での問題点を検討したので報告
する。
調 査 方
?
1 .対象および食餌調査
食餌調査の対象ならびにその方法については別報仰にゆずり省略する。ただし、本報告においては
1956年6月より約1ヶ年にわたって対象児童の一部に脱脂粉乳を，蛋白量として体重1kg当り約O.4g
宛連日投与し，食蛋自の量的ならびに質的向上を計った場合の食倒謁査成績を追加した ζ とを附記す
る。
( 15 ) 
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l.蛋白価 (proteinscore)の計算
計算を簡単にするため別報食餌調査成績のうち各人摂取原材料計算値より直ちに施設あるいは寮ど
との平均1口摂取量をもとめる方法とった。乙の結果から各食品ごとにアミノ酸含量，乙とに必須ア
ミノ駿合量を計算した。なおわが国における食品のアミ ノ畿分析値は未完成であるため，特定食品，
たとえば豆腐，味噌などについては「日本食品のアミノ酸組成に閲する委員会」の分析値仰を用いた
が，その他はおもに Orrらの資料叫にもとづいた。
つぎに計算方法についてのべると， まず食品分析表からえられた食品の蛋白含量を，前記 Orrら
が各食品どとに定めた蜜紫 ・蛋白質換算:係数仰を用いて室紫合品iζ換算する。そして分析表のうち筆
業19当りアミノ酸量を用いて，その食品のアミノ酸含量を計算する。乙うして各食品別にえられた
各アミノ般値を個々に集計してその合計をもとめ， ζれを食餌中金窒素量で除して窒素 19当りの各
アミノ酸量を計算する。乙うしてえられた結果を，各必須アミノ酸それぞれについて規準アミノ酸配
合 (provisionalpattern) IC対する百分比として表はし，ついで蛋白価を決定する。
成績と考察
1956年8月より1958年 7月lζ至る間，6時期にわたって調査した施設児童の食餌摂取状況について
は別報仰の通りであるが，ζれにミルク負荷の例を加えてその熱量および蛋白質に関する成絞のみを
要約したのが第1表である。
第1表施設児 itの 熱:Rt・2資自 摂取 f量 1入1日当り(男女平均)
|調査時期|調 査 施 設 |開放|哲令 lul蛍白 時 「
第 1 例 1956年8}j A.B.C. 274 9.7 1臼1 55.2 17.5(31.7) D.E.F 
第 2 例 1957年5月 A 57 9.8 1898 59.2 9.2(15.5) 
~ 3 例 1957年11月 A 24 13.3 2140 72.6 19.7(27.1) 
Js 4 伊j 1958年7月 F 30 10_8 2241 69.1 14.4(20.8) 
1$ 5 例 1958年7月 G 61 9.3 1795 57.9 23.4(40.4) 
ミ負保守
1957年8月 A 33 
8_7は山21.5(38.1) Jレ
ク荷 1957年11月 A 70 10.2 27.8(39.1) 
つぎにとうした食餌蛋白全体としての質的良否の程度を判定するために，その蛋白価を計算した。
第2表は1957年11月調査成績にもとづいて計算した実例を示したものである。すなわち、まず多種多
様の摂取食品を厚生省国民栄養調査資料の食品分類の各項目別に整理し，必須アミノ酸量の計算を個
々食品どとに行ーって乙れを漸次集計した。ついでその総和を総食餌蛋自の総室索量で除して室紫 19
当りの値lζ換算し，とれを規準蛋白仰向の必須アミノ放置合K比較して個々にその百分比を求めた。
( 16 ) 
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その結果，もっとも低比率を示すものはトリプトファンの717ぢであり，したがってζの食蛋白の蛋白
価は71となる。
上記の要領で全7回の調査成績の食品別摂取量をまとめ，蛋白価を計算した結果が第3表および第
4表である。 第3表より，まず第2例では蛋白総摂取量59.2gのうち毅類蛋白が42必を占め，動物性
蛋白はわずか15.596にすぎない。そ乙で第4表よりその必須アミノ酸組成をみると，乙の食蛋白では
含硫アミ ノ酸が制限アミノ酸となって75という蛋白価がえられる。つぎに第5例をみると，との場合
総蛋白量57.9g，穀類蛋白48$ぢで動物性は40.4$ぢを占めているのであるが， その蛋白価をみると，乙
れはトリプとファンを制限アミノ酸として， 74の値にすぎない。つまり蛋白価という点では動物性蛋
自の多少にかかわらず第2OfJと第5OfJとほぼ同一である。その理由は，第2例においてはメチオニン
に富んだ動物性食品が乏しい代りに， トリプ トファンの良給源である大豆製品を多く摂っているため
第1級制限アミノ酸がトリプトファンとわずかの差をもって合硫アミノ酸となり，しかも蛋白価があ
まり低くならなかったのである。 ζれに対して第5例においては第2例と全く反対の事情にあり，動
物性の大部分はメチオニンには富むがトリプトファン含量の乏しい1託'"牛肉であり，しかも大豆製品
使用が僅少なため，合硫アミノ酸組成は8296で良好であるにもかかわらず， トリプトファンの欠乏を
招いて蛋白価は74にとどまったのである。
さてミ Jレク負荷例を除いた全5例においても動物性蛋白量の占める比部はかなり変動しているにも
かかわらず，蛋白価は最低71，段高75で比較的変動が少なく，平均約74の値を示し，制限アミノ酸は
トリプトファンないし合硫アミノ酸となる。厚生省国民栄養調査成結にもとずいて，吉村が昭和30年
度平均1人当り蛋白摂取量について計算した結果によると町，都市，農村平均して蛋白価は73，制限
アミノ酸はトリプトファンであるという。すなわち蛋白価より論ずれば対象児童の摂取蛋自の質的価
値は，成人の日常食とほぼ等しい程度にすぎないという乙とになる。対象児童の摂取蛋白は質的にも
決して優れた蛋白摂取とはいえないのである。この質の不充分さという ζ とを，これら児童の発育が
一般児童に比べておくれている理由の1つにあげてよいだろう。しかもとと 3ヶ年の間で，摂取の量
が増加しているにもかかわらず，質的な面において認むべき改善のなされていないζ とは遺憾である
といわねばならない。
そとでわれわれはζれら児童の一部に乳蛋白を補給し，蛋白摂取の量ならびに質、の強化を計る実験
を試みたのである。その結果は第4表の第6例，第7例にみるように，乳蛋自負荷により食餌中のト
リプトファン比が強化されて，蛋白価は74から76，あるいは78の値にまで上昇し，明かに質的強化の
目的を逮したのである。
なお査白価とは別1(，児童の成長と蛋白の質に関してはしばしばリジンが問題となる。第4表の成
績によると，施設児童の リジン摂取量は全平均値で約3.34gである。 Holtら閃は90mgjkgのリジン
摂取を児童の段少必要量としているが，それによると上記摂取量はリジン所要量を一応充たしている
といえよう。 また Albanese聞によれば，リジンはトリプトファンとの相互比が問題であり，LjT 
比が筋組織中の比率と同様6となるのがよいというが， ζの成績では平均4.8でやや低値である。す
なわち，乙の点よりすれば， トリプトファン含量の改善が要求される本食餌の場合では，相対的によ
( 20 ) 
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り多量のリジン補給が考慮されねばならないであろう。
以上要するに胞設児fi~の到摂取食餌の条件においては，摂取蛋自の質の改善は， その絶対畳の増加
とともに強く望まれるところであり，しかもその改善の具体的な考え方についても蛋白価の計算結果
は有力な指針を与えてくれたのである。
要 約
1956年より 3ヶ年にわたって施設児童の摂取食餌を調査し，その摂取蛋白の栄養価を検討してつぎ
の成絞をえた。
1. 摂取蛋自の蛋白価は平均74であり，制限アミノ駿は トリプト ファン，あるいは合硫アミノ酸で
あった。
2. リジン摂取量は1日平均3.34gでほぼ充足しているが，LjT比は平均4.8でやや低値を示した。
3. 以上より，施設児童の摂取蛋白は質的iζさらに改善が必要であり，そのためトリプトファン，
メチオニンをはじめリジン含量lζ宮む食品の強化が望まれる。
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SUMMARY 
From the survey on the food intake of the school children under the institutional 
care， the nutritional value of the protein was estimated. For this purpose the 
concept of "protein score" proposed by F AO committee was adopted. 
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1. Compared with the provisional pattern. the limitlng amlOO aCld of the supplied 
protein was tryptophan or sulfur containing amino acid. giving averaged protein 
score of 74. 
2. Lysine supply averaged 3.34 gm per day per caput and the ratio of lysine to 
tryptophan (LjT) was estimated about 4.8. 
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